
次期学長の選考について（議長談話）

 国立大学法人横浜国立大学学長選考会議は、長谷部勇一学長の令和３年３月

３１日付任期満了に伴い、次期学長の選考を行います。

 今回の学長選考にあたっては、昨年より学長選考の在り方について検討を積

み重ね、学長選考会議が主体的に選考を行うことを確認し、以下のような方針に

より行うこととしました。

1. 学長選考基準「求められる学長像」を提示し、それにふさわしい学

長候補者の推薦を求める。

2. 推薦にあたっては、推薦資格者２０人による連署を要件とする。そ

の際、幅広い部署からの推薦があることが望ましい。

3. 学長候補者が学内構成員に対して口頭で所信を表明し、質疑応答に

応じる「所信表明の会」を実施する。

4. 意向調査は、学長選考会議が選考の参考にする情報の一つとして実

施する。

5. 学長選考会議は、学長候補者との面談を実施し、その内容に加え、

推薦書等、所信表明の会の評価、意向調査の結果を参考に、総合的に

判断し、次期学長予定者を決定する。

学長選考会議は、本学が更なる発展を目指すために最適任者である学長予定

者を決定するよう、慎重かつ十分な審議を行い、最大限尽力していきたいと考え

ております。役員及び教職員の皆様のご理解とご協力をよろしくお願い致しま

す。

令和２年６月

国立大学法人横浜国立大学 学長選考会議議長

相 澤 益 男



学長選考基準（求められる学長像） 

　     令和２年３月２５日学長選考会議 

横浜国立大学は、現実の社会との関わりを重視する「実践性」、新しい試みを意欲的に

推進する「先進性」、社会全体に大きく門戸を開く「開放性」、海外との交流を促進する「国際

性」を、建学からの歴史の中で培われた精神として大学憲章に掲げ、この大学憲章のもと

で２１世紀における世界の学術研究と教育に重要な地歩を築き、その成果にもとづいて社

会に貢献していくことを目指している。 

学長には、大学憲章の意義を理解し、その実現を追求する強い意志とともに、次のような資

質能力が求められる。 

○ 高潔な人格、幅広い見識、国際的視野を有し、社会から信頼を得ることができる。

○ 高い志と強力なリーダーシップをもって大学構成員の意欲と創意を引き出し、コンプラ

イアンスを徹底しながら、将来を見据えて本学の改革を決断、実行する。

○ 本学の教育、研究の発展ビジョンを明確に示し、地域、国際社会および産業界との連携

を推進し、教育研究成果の社会への還元に積極的に取り組む。



 国立大学法人横浜国立大学学長選考プロセス

・教職員等からの推薦（推薦者２０名以上）
・学長選考会議構成員の個人からの推薦

・推薦書、同意書、所信表明書の確認。

１．学長選考会議による公示

・学長選考会議
は、推薦書類等、
面接及び所信表明
の
会の評価並びに

意向調査の結果を
参考に、総合的に  
判断し、学長予

定者を決定

・学長選考基準（求められる学長像）を提示。
・学長候補者の推薦を受理。

６．学長予定者の決定

７．文部科学大臣へ申出・文部科学大臣による任命

２．推薦書等の確認

３．全学に向けた学長候補者による所信表明の会の実施

４．意向調査の実施

５．面接の実施

・書類確認
・必要に応じた面接

資料

・学長候補者との面接を実施し、推薦書等、所信表明の会の評価、
意向調査の結果を参考に、総合的に判断し、次期学長予定者を
決定。


	danwa
	image
	process
	スライド番号 1




